
     
 

多摩川を歩く-八王子編- 多摩川を歩く-八王子編- 

-ルート- 

西八王子駅(Start) 

→①宗
そう

格院
かくいん

 

→②横
よこ

川橋
かわばし

 

→③千人
せんにん

同心
どうしん

屋敷
や し き

跡
あと

 

→④産
うぶ

千代
ち よ

稲荷
い な り

神社
じんじゃ

 

→⑤信
しん

松院
しょういん

 

→西八王子駅(Goal) 

約 4.5 ㎞ / 2 時間コース 

【お願い】 

1.一般通行者や自転車に注意

し、広がらないようにしてく

ださい。 

2.適度に休憩を取りながら散策

しましょう。 
3.散策時間は目安です。実際と

は異なる場合があります。 

多摩川沿川の散策を通して、多摩

川の現状や流域の歴史文化などにつ

いて認識を深めていただくことを目

的として、平成 10 年(1989)より実

施しています。いろいろな地域にス

ポットを当て、多摩川周辺の歴史や

文化財を学んでいます。これまでに

19 回が開催されました。 

「市民」「行政」「企業」「学識経

験者等」から構成されています。 

各部会から代表者を選出した「運

営委員会」において、《いい川》

や《いいまち》の実現に向けて、

ゆるやかな合意形成を図ることを

目的としています。 

多摩川流域懇談会 

歴史セミナ-多摩川を歩く- 



 

 

 

山本家は代々、恵
え

林寺
り ん じ

の檀
だん

越
おち

であり、武田家臣山本土佐忠
ただ

玄
すみ

の子、

价州
かいしゅう

良天は幼少の頃より同寺に入り修行をしていました。天正 10

年(1582)武田家滅亡後、父山本土佐忠
ただ

玄
すみ

、兄忠房が千人頭として八王

子に移り住み、良天もそれに従い八王子に移り住み、父忠玄の供養の

ために文禄 2 年(1593)に宗格院を建立しました。境内には、大久保長

安の石見
い わ み

土手や、千人同心松本斗機蔵
と き ぞ う

の墓など千人同心の事蹟
じ せ き

にまつ

わる様々な碑があります。 

南
みなみ

浅川
あさかわ

では、水害発生箇所の治水安全度向上を図る目的で、河道断面の

確保を図るとともに、落差工の改良など生物の生息環境の改善や、市民

が水辺に親しめる空間となる川づくりが行われました。整備後は、アユ

が遡上する等多くの魚類が確認され、魚類等を捕食するサギ類、カワセ

ミなどの鳥類が飛来する環境となりました。 

八王子千人同心は、江戸 

幕府の家臣団です。もと 

もとは武田信玄で有名な 

武田家の家臣団でしたが、 

武田家滅亡後に徳川家康 

に召し抱えられます。 

小門町の産千代稲荷神社は、江戸時代のはじめに

大久保長安
ながやす

の陣屋
じ ん や

があったところです。産千代稲

荷神社は、大久保長安の陣屋内の鬼門除
よけ

の守護神

として創立されました。御祭神は倉
う

稲
かの

魂
みたまの

命
みこと

であ

り、神社に伝わる孤伝説等から安産福徳の神と崇

拝されています。 

信松院は曹洞宗の寺院であり、寺内

には松姫尼公墓や木造松姫坐像、木

製軍船ひな形など松姫ゆかりの貴重

な文化財が伝わっています。 
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参考：文化財見て歩き  

千人同心ゆかりの地を歩く（2015） 

参考：文化財見て歩き  

大久保長安と八王子宿（2013） 

参考：文化財見て歩き 大久保長安と八王子宿（2013） 

大久保長安と八王子の町、八王子市中央図書館（2015） 

参考：文化財見て歩き 大久保長安と八王子宿（2013）、 

文化財見て歩き 松姫ゆかりの地を歩く（2016） 

参考：多摩川水系 浅川圏域河川整備計画 


